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　　　　　　　10月16日（土）～11月21日（日）

　町教育委員会では、壬生ゆかりの作家

たちと題して「荒川じんぺい　流木造形

展」（10月16日～10月31日）と「川本

哲子　創作人形展（11月３日～11月21

日）を開催します。是非ご鑑賞ください。

　　　　　　　　　　　　（関連記事P14）

　－き惣 . i r

－ －

－ =

11年

-

iS荒川じんぺい作「流木鳥影」作家蔵

　▼川本哲子作「風の塔」個人蔵
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心

緑化フェア開催に向け整備中のとちぎわんぱく公園

勿宍

鳶

引
割
ま
で
あ
と
１
年
／
－

　
緑
化
フ
ェ
ア
ま
で
あ
と
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
宮
崎
県
で
開
催
さ

れ
、
１
９
０
万
人
を
超
え
る
多
く
の
入
場
者
を
数
え
、
５
月
に
閉
幕
し
、
栃
木

　
県
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　
　
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
の
特
色
は
、
①
栃
木
県
独
自
の
資
産
を
生
か
し
た
フ
ェ
ア
②

　
　
子
供
た
ち
へ
の
贈
り
物
に
な
る
フ
ェ
ア
③
県
民
参
加
を
基
盤
と
し
た
フ
ェ
ア
の

　
　
３
点
で
↓
９
．

　
　
　
　
具
体
的
に
は
、
6
0
万
木
を
超
え
る
花
の
演
出
に
よ
る
花
壇
、
杉
並
木
を
テ
ー

　
　
　
マ
に
人
と
緑
の
共
生
を
演
出
し
た
杉
並
木
館
、
お
も
ち
ゃ
と
花
緑
を
テ
ー
マ
に
、

　
　
　
　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
演
出
し
た
お
も
ち
ゃ
博
物
館
特
別
展
な
ど
見
ご
こ
ろ
い
っ

　
　
　
　
ぱ
い
で
↓
９
．

　
　
　
　
　
　
ま
た
、
県
民
や
学
校
な
ご
か
ら
出
展
参
加
を
得
て
、
コ
ン
テ
ナ
や
花
壇
に
よ

　
　
　
　
　
る
修
景
を
行
い
、
さ
ら
に
見
ど
こ
ろ
を
増
や
し
て
、
体
験
型
催
事
、
エ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
テ
ィ
メ
ン
ト
催
事
等
で
賑
わ
い
を
演
出
し
、
楽
し
い
空
間
を
作
り
ま
↓
９
．

-

　各家庭の庭などを花で飾っても

らおうと８月27日キバナコスモス

の苗３万ポットの配布を町造園業

協同組合の協力を得て実施しまし

た。

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
開
催
状
況

開
催
年
、
主
催
、
テ
ー
マ
、
入
場
者
数

Ｓ
5
8
大
阪
府
、
グ
リ
ー
ン
グ
ロ
ー
大

　
　
阪
、
↓
４
８
万
人

Ｓ
5
9
東
京
都
、
モ
ア
グ
リ
ー
ン
東
京
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
０
万
人

Ｓ
6
0
神
戸
市
、
コ
ウ
ペ
グ
リ
ー
ン
ェ

　
　
キ
ス
ポ
8
5
、
２
２
０
万
人

Ｓ
6
1
札
幌
市
、
8
6
さ
っ
ぽ
ろ
花
と
緑

　
　
の
博
覧
会
、
↓
４
７
万
人

　
　
熊
本
県
／
熊
本
市
、
ク
マ
モ
ト

２



几まなぱ'なメイツ，.１の３ﾉkが決ま1;，ﾉました

　「マロニエとちぎ緑花祭2000」を多くの人に知っていただくため、キャンペーンやイベント会

場でのＰＲで活躍が期待される『1まなぱなメイツ』３人が決まりましたので紹介しま豆。

　これから、いろいろなところでお会いできると思いま程。応援をよろしくお願いします。

氏
名
住
所
年
齢

氏
名
住
所
年
齢

大
塚
優
代

真
岡
市

2
4
成

森
田
智
美

塩
谷
町

2
2
歳

自分も少しでも、自分の生まれ育った

栃木県に貢獣したかったから。

応募の動機

　たくさんのお客様と接することによっ

て、自分白身を向上させていきたいと

思ったから。

応募の動機

　地域に根ざした活動をこの手で行い、

栃木県の発展に大いに貢献し、その素

晴らしさを是非学びたいと思ったから。

一

　

　
前
売
り
入
場
券
を
９
月
６
日
か
ら
販
売

し
て
い
ま
す
。
前
売
券
は
、
入
場
料
金
が

割
安
な
だ
け
で
な
く
、
海
外
旅
行
や
豪
華

景
品
が
当
た
る
な
ど
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で

販す

売　゜
期

間

　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

平
成
ｎ
年
９
月
６
日
出

～
平
成
1
2
年
９
月
８
目
脂

入
場
料
金
　
別
表
の
と
お
り
。
期
間
中
会

聯入場料金

　
　
　
　
場
の
花
も
装
い
を
新
た
に
し
ま

　
　
　
　
す
。
両
会
場
（
み
ぶ
会
場
、
う

　
　
　
　
っ
の
み
や
会
場
）
を
何
度
で
も

　
　
　
　
入
場
で
き
る
全
期
間
入
場
券
が

　
　
　
　
お
得
で
す
。

前
売
券
取
扱
所

　
　
　
　
旅
行
代
理
店
、
有
名
プ
レ
イ
ガ

　
　
　
　
イ
ド
等

券　　種 料　全 適　　　　　　用

前
売
入
場
券

普

通

人　　人 1,200円 満18歳以にの者

高校生。 600円 高等学校に在学中のもの及び満18歳未満の者　※１

小中生 400円 小学校等の児童、中学校等の生徒　　　　　　※２

シルバー 600円 満70歳以上の者

当

日

入

場

券

普

通

大　　人 1,500円

前売春に同じ
高校生 800円

小中生 500円

シルバー 800円

一
般
団
体

犬　　人 1,300円

有料入場者15名以上（券種区分の混介可）の団体が回時に入場す

る場合

高校生 700円

小中生 400円

シルバー 700円

全
期
間
入

場
券

大　　人 2,500円

前売券に同じ
高校生 1,300円

小中生 1,300円

シルバー 1,300円

入

場

無

料

幼稚園、保育園、小学校、中学校、高等学校等、学校行事証明書を所持した学校行事団体の

団員及び引率教職員

小学校就学前の乳幼児

身体障害者手帳、療育手帳、戦傷病者手帳、被爆者健康手帳、毒ガス障害者健康管理手帳、

精神障害者保険福祉手帳の保侍者とその介護者１名

15名以上の団体を取り扱う旅行業者の添乗員及び乗務員

※１高等学校等には高等専門学校、高等専修学校及び盲学校、聾学校、養護学校の高等部を含む。

※２小学校等、中学校等には盲学校、聾学校、養護学校の初等部、中等部を含む。

　
　
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ッ
ク
8
6
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
５
万
人

Ｓ
6
2
埼
玉
県
／
浦
和
市
／
大
宮
市
／

　
　
　
川
口
市
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
　
　
さ
い
た
ま
8
7
、
２
０
６
万
人

Ｓ
6
3
名
古
屋
市
ゝＳ

緑
・
花
・
祭
な
ご

　
　
や
8
8
、
１
５
３
万
人

Ｈ
Ｉ
仙
台
市
、
8
9
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア

　
　
せ
ん
だ
い
、
１
３
９
万
人

Ｈ
３
北
九
州
市
、
グ
リ
ー
ン
ル
ネ
ッ

　
　
サ
ン
ス
北
九
州
、
↓
３
５
万
人

Ｈ
４
神
奈
川
県
／
相
模
原
市
、
グ
リ
ー

　
　
ン
ウ
ェ
イ
ブ
さ
が
み
は
ら
9
2
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
１
万
人

Ｈ
５
茨
城
県
／
水
戸
市
、
グ
リ
ー
ン

　
　
フ
ェ
ア
9
3
い
ば
ら
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
７
万
人

Ｈ
６
京
都
府
バ
京
都
市
、
緑
い
き
い
き

　
　
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
9
4
、
２
３
６
万
人

Ｈ
７
千
葉
県
／
千
葉
市
、
グ
リ
ー
ン

　
　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
9
5
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
０
万
人

Ｈ
８
富
山
県
／
高
岡
市
／
砺
波
市
、

　
　
彩
り
と
や
ま
緑
化
祭
9
6
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
９
１
万
人

Ｈ
９
広
島
市
、
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

　
　
ひ
ろ
し
ま
9
7
、
↓
５
５
万
人

Ｈ

1
0
新
潟
県
／
新
潟
市
／
新
津
市
、

　
　
　
に
い
が
た
緑
の
も
の
が
た
り
9
8
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
８
万
人

Ｈ
‥
目
宮
崎
県
／
宮
崎
市
、
グ
リ
ー
ン

　
　
　
博
み
や
ざ
き
9
9
、
１
９
０
万
人

※
主
催
者
の
う
ち
、
卸
都
市
緑
化
基
金
は
省
略
。

　
平
成
２
年
は
、
「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」

　
開
催
の
た
め
と
り
や
め

３



シリーズ介護保険制度最終回

４

１

平成1ﾉ2年4j月＼1:日＼……………＼:1………:j……………:……………………

介護保険制度
ご万=
がlま

=………
じま,==ります

，

!

～要介護認定申請の受付を今年の10月から開始します～

　介護保険のサービスを受けるには、まず、町へ要介護（要支援）認定の申請

書を提出し、その認定を受けることが必要です。既に、ホームヘルプサービス・

デイサービス・ショートステイを利用して:いる方や特別養護老人ホーム・老人

保健施設・老人病院へ入所（入院）している方も、平成12年４月１日以降は、

介護保険の給付こなりま程ので、認定を受ける必要がありま豆。

要介護認定申請書が置いてあるところ

…………民生部住民課　　……稲葉出張所　　ケ南犬飼出張所

　壬生町在宅介護支援センター　みなと荘

　壬生町在宅介護支援センター　元気

２　要介護認定申請書の提出先

民生部介護保険推進室（役場本庁）

y3………要介護認定申請受付区分

新しく介護保険サービスを必要とする方 10～12月

現在既に在宅サービスを利用している方 11～1月

施設（老人ホームや老人保健施設等）に入所している方 １月

※２月以降も随時受付を行います。



い
い
え

　あなたは身体上精神上の障害があるために、６ヵ月間にわたり

継続して日常生活を営むのに支障があると思われますか？

ﾐｺﾞｺｺ●入浴の際、浴槽の出入りや洗身に手伝いが必要。

　　　　●立ち上がりや歩行に不安定さが見られ、洗顔・整髪・つめ切り等に

　　　　　手伝いが必要。

　　　　●居室の掃除・薬の内服・金銭の管理に手伝いが必要。

　　　　●排尿後や排便後の後始末に手伝いが必要。

　　　　●毎日の日課や直前の行為の理解に低下がみられる。

　　　　●食事の際、見守りや部分的な介助が必要。

は
い

昭和35年　　｜

４月３日以降｜

　　　生まれ｜
二

　 　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ■

｜ 将 来 介 助 が

必要になっ

たら認定申

請してくだ
さ い

。

. k ■ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ■ ･ ･ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ･ ㎜ ■ ･ ■ ･ ･ ■ ･ ■ ･ ■ ㎜ ■ ･ ■ ･ ･ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ･ ･ ㎜ ■ ･ ■

５

は
い

あなたの生年月日は？

昭和10年４月２日以前生まれ

は
い

はい

昭和10年４月３日～

　昭和35年４月２日生まれ

は
い

心身の障害の原因は下記の病気に

よるものですか？

●初老期の痴呆（アルツハイマー病等）

●脳血管疾患（脳出血、脳梗塞等）

●筋萎縮性側索硬化症

●パーキンソン病

●脊髄小脳変性症

●シャイ・ドレーガー症候群

●糖尿病性腎症・糖尿病性網膜症

　糖尿病性神経障害

●閉塞性動脈硬化症

●慢性閉塞性肺疾患

●両側の膝関節または、股関節の著しい

　変形を伴う変形性関節症

●慢性関節リウマチ

・●後縦靭帯骨化症

　●脊柱管狭窄症

　●骨折を伴う骨組転症

，●早老症

　準備要介護認

定の対象になる

と思われます。

　民生部介護保

険推進室へ認定

の申請をしてく

ださい。

準備要介護認定の対

象外です。
いいえ

問合せ先　民生節介護保険推進室　昔81 －1876 ・1877



-

翼
＠

鯵
葡
蝉
９
車
掌

　
平
成
1
2
年
度
の
保
育
園
の
入
園
児
の
受
付
を
行
い
ま
↓
９
の
で
、

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
込
み
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

保
育
園
と
は
…

　
保
護
者
が
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病

気
療
養
中
の
た
め
に
十
分
な
保
育
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
、
お
子
さ

ん
を
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保
育
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
に
入
園
で
き
る

子
ど
も
は
・
：

　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護
者
の
方

が
次
の
各
号
に
該
当
し
て
お
り
、
同
居

の
家
族
の
方
も
お
子
さ
ん
の
保
育
が
で

き
な
い
場
合
で
す
。
「
集
団
生
活
に
慣

れ
さ
せ
た
い
か
ら
」
、
「
長
時
間
預
か
っ

て
も
ら
え
る
か
ら
」
、
あ
る
い
は
「
経

済
的
な
理
由
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
、
入
園
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
と
き

②
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
も
っ

　
て
い
る
と
き

③
病
気
や
ケ
ガ
ま
た
は
心
身
に
障
害
が

　
あ
る
と
き

④
病
人
や
心
身
障
害
者
の
世
話
を
し
て

　
い
る
と
き

⑤
そ
の
他
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い

　
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き

申
込
期
間
等

1
0
月
↓
口
吻
～
1
1
月
１
口
㈲

　
保
育
見
学
会

　
申
込
期
間
中
、
保
育
園
で
の
児
童
の

様
子
や
過
ご
し
方
な
ど
、
自
由
に
参
観

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
保
育
園
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
入
園
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

子育て相談は
　　　　各保育園へ

し
子
し

　保育園では、お子さんの

つけやことばの問題なご、

育てに関する相談をお受け

ています。
お気軽にご相談ください。

書
は
、
町
民
生
部
福
祉
諜
並
び
に
各
保

育
園
に
あ
り
ま
す
。

入
　
園
　
選
　
考

　
入
園
基
準
に
従
っ
て
、
保
育
の
必
要

性
の
高
い
順
に
入
園
決
定
を
し
ま
す
。

（
申
込
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

入
　
園
　
決
　
定

　
申
込
書
に
薇
づ
き
調
査
の
う
え
、
来

年
上
月
頃
保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。

保
　
育

時
　
間

　
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
ま
で

呈
曜
日
は
午
後
Ｏ
時
3
0
分
ま
で
）

６



特

別

保
　
育

　
延
長
保
育

㈹
午
前
７
時
～
午
前
８
時
3
0
分

ぐ保育園の所在地(T………づこ:おりまら保育園

保育園名 所　在　地 電話番号

①とおりまち保育園 通町拓－９ 82－0330

②やすづか保育園 安塚且79一生 86－0132

③いなば保育園 上稲葉935－ 2 82－1059

①しもだい保育園 駅東町6 －23 82－4815

③すけがい保育園 肋谷村65－ 3 86－0237

⑥壬生寺保育園 大師町11－16 82－08且

⑦ありんこ保育園 壬生丁75－14 82－3137

隨丿
東
武
鉄
道
宇
都
宮
線

至
ｊ

壬
生
駅

う夕
午
後
５
時
～
午
後
７
時

ぐ　
保
育
の
条
件
は
、
状
況
を
調
査
し
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
一
定
以
上

の
希
望
者
が
い
る
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

　
保
育
料
は
、
保
育
料
に
延
長
保
育
料

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ぺ
障
害
児
保
育

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
で
、

集
団
保
育
が
可
能
な
場
合
に
お
預
か
り

し
ま
す
。

い
乳
児
保
育

　
産
休
（
育
休
）
明
け
か
ら
お
預
か
り

し
ま
す
。

　
｛
地
域
活
動

　
お
年
寄
り
の
方
々
と
の
世
代
間
ふ
れ

あ
い
活
動
や
、
郷
土
の
文
化
等
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
る
伝
承
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

②や可づか保育園
至宇都宮

四回

／ｓ

嘉

賞

道
ｌ

宮

架

線

至栃木

保
　
　
育
　
　
料

　
お
子
さ
ん
一
人
あ
た
り
の
保
育
に
か

か
る
経
費
は
、
国
・
県
’
町
の
負
担
と

一
部
は
保
護
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

育
料
と
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
町
の
保
育

料
は
原
則
と
し
て
、
入
園
児
童
の
父
母

の
税
額
（
前
年
分
の
所
得
課
税
額
及
び

前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
額
）
に
応
じ

て
、
階
層
区
分
が
決
ま
り
ま
す
。

給

食

　
３
歳
未
満
児

　
昼
食
は
、
完
全
給
食
で
す
。
お
や
つ

は
、
1
0
持
と
３
持
の
２
回
で
す
。

３
歳
以
上
児

昼
食
は
、
副
食
の
み
が
で
ま
す
の
で
、

　　③いなば保育園

至康沼

県道国谷・家中停車場線

　
　
　
国
道
３
５
２
号
線

ノ
コ
コ

至小出

主
食
は
持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

や
つ
は
、
３
時
の
１
回
で
す
。

安
　
　
全
　
　
会

　
保
育
時
間
中
に
園
内
で
ケ
ガ
を
し
て

病
院
に
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
の

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
　
合
　
せ
　
先

町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
1
－
１
⊥
只
）
９
リ
ー

--------

蒔壬

Ｅ生

li町

１に

、は

Ｓ　｀

】次

｀の

３よ

！う

良な

ｒ児

３童

福
祉
施
設
も
あ
り
、
お
子
様
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
料
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
ん
ぼ
共
同
保
育
園

　
　
　
　
　
　
�
8
2
‐
Ｉ
ｑ
）
り
乙
１
↓

メ
リ
土
フ
ン
ド
保
育
園

④しもだい保育園

堡
目
園
　
　
　
一

�

8 2

－
５
９
２
圭

‐
‐
‐ ‐

■
－
－
－
－
―
－
―
－
－
－
－
－
－
－
－
－
―
－
―
－
―
－
―
―
―
－

　-一一一匹

東
武
鉄
道
宇
都
宮
線

⑦ありんこ保育園⑥壬生寺保育園⑤百けがい保育園

東
武
鉄
道
宇
都
宮
線

］　　　　水道中央配水場

　頷昌　　　栃千，/

」

７
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団　　長

団長補佐

団　　員

篠原　義明（教育長）

潮田　裕子（南犬飼中教諭）

梁島　和博（壬生中）

毛塚　洵（南犬飼中）

上田　博美（　々　）

玉虞優樹（　々　）

鈴木　康裕（　　々　　）

大川　絵美（　々　）

古潭真祐美（　4･　）

粂川実有紀（　　々　　）

高山　裕子（　々　）

Ｏ
Ｏ
《
】
○
〕
（
ミ
）

翻l巨

８



　　－　－　－

ji‾yﾉ24‾

壬
生
町
出
発

成
田
空
港
離
陸

私
た
ち
は
、
飛
行
機
の
な
か
で
、

日
誌
を
書
い
て
い
ま
す
。
飛
行
機
の
な

か
で
、
食
事
を
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見

た
り
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
行
く

な
ん
て
夢
の
よ
う
で
す
。
初
め
て
日
本

を
離
れ
て
外
国
へ
行
く
と
思
う
と
、
と

て
も
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
今
日
一
番
わ

く
わ
く
し
た
こ
と
は
、
機
内
の
食
事
や

お
か
わ
り
で
き
る
飲
み
物
が
ど
ん
ど
ん

出
て
く
る
こ
と
で
す
。
飛
行
機
に
乗
る

の
が
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
明

日
か
ら
も
よ
い
思
い
出
が
で
き
る
よ
う

に
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。
　
　
（
高
山
、
玉
田
）

シ
ド
ニ
ー
市
内
見
学

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
の

家
族
と
会
う

心
に
戌
る
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

先
の
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
の
優

し
ご
、
ｃ

　
。
目
の
思
い
出
は
、
飛
行
機
も
そ
う

で
す
が
、
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
で
の
生
活
と
ホ
ス
ト

マ
ザ
ー
の
優
し
さ
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

-

ミ
リ
ー
ー
と
会
う
と
き
は
、
と
て
も
緊
張

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

緊
張
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
た
の
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
し
た
。
一
緒
に

買
い
物
を
し
た
り
し
て
、
と
て
も
驚
き

と
喜
び
の
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
田
、
大
橋
優
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

語
学
学
校
で
ク
ラ
ス

分
け
、
水
族
館
見
学

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
達

の
親
切
さ
が
身
に
し
み
た

　
今
日
、
初
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
か

ら
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
バ
ス
を
利
用

し
て
み
て
と
て
も
驚
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
Ｂ
ｕ
ｓ
　
Ｌ
ａ
ｎ
ｅ

と
い
っ
て
バ
ス
専
用
の
道
路
が
あ
っ
た

こ
と
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
電

車
が
あ
ま
り
発
達
し
な
か
っ
た
た
め
、

バ
ス
が
と
て
も
利
用
し
や
す
く
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
学
校
に
行
く
の
に
少
し
迷
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
人
に
聞
き
ま
し
た
。
英
語
を

使
っ
て
話
を
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た

け
ど
、
そ
の
人
は
と
て
も
丁
寧
に
敦
え

て
く
れ
た
の
で
、
き
ち
ん
と
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
亘
食
後
、
水
族
館
を
見
学
し
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
し
か
見
ら
れ
な
い
カ
モ

ノ
ハ
シ
を
見
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
小

さ
く
、
口
ば
し
が
大
き
く
て
可
愛
か
っ

た
で
す
。
そ
の
他
に
、
ブ
タ
の
鼻
に
似

て
い
る
サ
メ
を
見
ま
し
た
。
強
そ
う
で

は
な
く
、
と
て
も
弱
そ
う
に
見
え
ま
し

た
。
狭
そ
う
に
見
え
た
館
内
が
と
て
も

広
く
て
大
き
か
っ
か
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
昨
日
買
っ
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
手

紙
を
杏
い
て
友
達
や
家
族
に
送
り
ま
し

た
。
　
今
日
一
日
を
通
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
人
達
の
親
切
さ
が
身
に
し
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
初
対
面

　
　
　
　
－

語
学
研
修
、
現
地
中
学
生
と
文
化
交
流

人
と
話
す
の
に
は
自
分
の
心
を
開
く
こ
と
が
大
切

　
今
日
は
、
迷
う
こ
と
な
く
学
校
へ

着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
そ

言
・
　
　
　
　
ｊ
ｊ

1
1
1

1
一
匹
ご
匹
匹
ご
戸
江
伝
回
烈
回
汗

１
百
長
亘
百
窓
窓
圓
煕
圖
回

ﾄ句h SchooにてNewtown

ろ
っ
て
か
ら
、
バ
ス
で
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ

ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
に
行
き
ま
し
た
。
着
く

と
生
徒
た
ち
が
迎
え
て
く
れ
、
校
舎
内

の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
案
内
し
て
く
れ

ま
し
た
。
見
学
後
、
日
本
で
練
習
し
て

き
た
リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
を
演
奏
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
生
徒
だ
ち
と
交
流
、
バ
ッ

チ
と
学
校
の
旗
を
も
ら
い
、
私
た
ち
は
、

リ
コ
ー
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

生
徒
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
住

所
交
換
し
た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
日
一
日
を
通
し
て
、
英
語
を
使
っ

て
会
話
を
す
る
の
は
天
変
だ
っ
た
け
れ

ど
、
人
と
語
す
の
に
は
、
ま
ず
自
分
の

心
を
開
く
こ
と
が
犬
切
な
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
鈴
木
剣
ヽ
大
川
）

　
　
語
学
研
修
、
コ
ア
ラ
園
・

Ｉ

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
会
場
見
学

来
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

か
れ
る
会
場
に
感
動

　
午
前
中
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
・
ｌ
ｓ
ｈ
ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ

で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特
有
の
動
物
た

ち
の
ビ
デ
オ
を
見
た
り
し
て
、
勉
強
し

ま
し
た
。

　
午
後
は
コ
ア
ラ
園
に
行
き
、
コ
ア
ラ

と
一
緒
に
記
念
撮
影
し
た
り
、
コ
ア
ラ

や
カ
ン
ガ
ル
ー
を
触
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
英
語
の
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特
有
の
動
物

の
エ
ミ
ュ
ー
、
コ
ア
ラ
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、

ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
、
ペ
ン
ギ
ン
な
ど
を
見

て
学
び
ま
し
た
。
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
・
ｌ
ｓ
ｈ

ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
で
学
ん
だ
こ
と
が
役
に
か

ち
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　
次
に
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場

を
見
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
来
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
と
思
う
と
す
ご
く

感
動
し
ま
し
た
。
今
日
一
日
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
見
て
学
び
、
と
て
も
よ
い
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
し
た
。
　
（
粂
川
、
赤
羽
根
）
　
９

了/25

了/26



語
学
研
修
、
現
地
中
学

生
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
５
日
間

　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
最
後
の
夜
。
５
日
間

は
長
い
よ
う
で
短
く
、
あ
っ
と
言
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も
だ
ち
と

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
の
で
、
次
の
朝
、
別

れ
を
告
げ
る
の
は
と
て
も
つ
ら
い
。
で

も
、
そ
の
気
持
ち
を
外
に
出
さ
な
い
よ

う
い
つ
も
ど
お
り
ふ
る
ま
っ
て
い
た
。

た
だ
、
今
日
だ
け
は
、
3
0
分
長
く
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
。
そ
の
間
、

お
土
産
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。
ア

ル
バ
ム
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

ﾄﾎﾞｰﾙのｺｰﾁの先生から指導を受けるバスケッ

　
少
し
す
る
と
、
友
達
の
集
ま
り
が
あ

る
か
ら
と
言
っ
て
、
モ
リ
ス
夫
妻
は
、

家
を
出
て
い
っ
た
。
同
時
に
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
が
来
て
、
４
歳
の
子
を
寝
か
し
つ

け
て
い
た
。
僕
た
ち
は
、
玉
成
の
子
と

最
後
の
ゲ
ー
ム
を
し
た
。
９
時
に
な
る

と
、
今
度
は
７
歳
の
子
を
寝
か
し
に
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
が
僕
た
ち
の
部
屋
へ
き

た
。
そ
し
て
、
ゲ
ー
ム
を
終
え
る
と
グ
ッ

ド
ナ
イ
ト
と
言
っ
て
、
自
分
の
部
屋
へ

行
っ
た
。

　
明
日
は
、
と
て
も
悲
し
く
つ
ら
い
だ

ろ
う
。
で
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も

悲
し
い
は
ず
。
だ
か
ら
絶
対
泣
か
な
い

ぞ
と
誓
っ
て
、
今
日
は
寝
る
こ
と
に
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毛
塚
、
梁
島
）

語
学
教
室
の
終
了
式
、
さ
よ
な
ら
昼
食
パ
ー
テ
ィ

も
っ
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ー
と
会
話
し
た
か
っ
た

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
お
別
れ
と

い
う
さ
み
し
い
朝
を
迎
え
た
。
こ
の
５

日
間
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
私
た

ち
を
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
く

れ
、
別
れ
る
の
が
と
て
も
つ
ら
か
っ
か
。

「
も
っ
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会
話

を
し
た
か
っ
た
な
」
と
思
っ
た
。

　
そ
し
て
、
語
学
研
修
終
丁
目
で
あ
っ

た
。
私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
校
長
先

生
か
ら
、
終
了
証
を
手
渡
さ
れ
、
最
後

に
現
地
講
師
の
方
々
と
一
緒
に
回
よ

な
ら
昼
食
パ
ー
テ
ィ
〃
を
し
た
。

　
午
後
シ
ド
ニ
ー
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
首
都
キ
ャ
ン
ペ
ラ
に
バ
ス
で
行
っ

た
。
途
中
も
の
す
ご
く
広
い
草
原
そ
し

て
た
く
さ
ん
の
羊
の
群
れ
を
見
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
て
、
初
め
て
、
キ
ャ

ン
ベ
ラ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
。

　
あ
と
、
研
修
残
り
２
日
。
本
当
に
楽

し
か
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
、
つ
ら
か
っ心’

校
長
先
生
か
ら
修
了
証
書
が
Ｉ
人

Ｔ
人
に
手
渡
さ
れ
た

tJ
J.屈居添た

け
ど
勉
強
に
な
っ
た
語
学
研
修
の
こ

と
、
き
っ
と
忘
れ
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
橋
智
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
お
別
れ
の
日
で
す
。
初
め
て
会
っ

た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
温
か
い
笑
顔
や
優
し
さ
で
、

そ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
不
安
を
一
瞬
に

し
て
消
し
去
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　
初
め
て
会
う
私
だ
ち
と
本
当
の
家
族

の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
英
語

の
わ
か
ら
な
い
私
た
ち
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
加
え
た
り
、
英
和
辞
書
で
教
え
て
く

れ
た
り
、
一
生
懸
命
に
理
解
し
介
お
う

と
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
も
今
日
で
お
別
れ
な
の
で
す
。

別
れ
を
考
え
ず
に
生
活
し
た
５
日
間
が

戻
っ
て
く
れ
ば
い
い
の
に
と
何
度
思
っ

た
こ
と
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
体
験
で
き
た
こ
と
も

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
出
会
え
た
こ
と

も
、
こ
れ
か
ら
私
に
と
っ
て
大
き
な
さ

さ
え
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
を
私
の
一
生
の
宝
物
に
で
き
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
渾
）

国
会
議
事
堂
見
学

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
の

雄
大
さ
に
改
め
て
気
づ
く

　
月
Ｉ
ス
ト
ラ
リ
ア
滞
在
最
終
日
は
、

キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
ホ
テ
ル
か
ら
始
ま
る
。

９
時
に
そ
こ
を
出
た
僕
た
ち
が
初
め
に

向
か
っ
た
の
が
国
会
議
事
堂
で
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
で
あ
る
こ
こ

-
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キ
ャ
ン
ペ
ラ
の
唯
一
の
目
玉
と
い
っ
て

も
い
い
の
が
こ
こ
で
あ
る
。
中
に
入
る

と
辺
り
は
ピ
カ
ピ
カ
で
資
料
の
展
示
が

し
て
あ
る
。
僕
の
目
に
は
観
光
専
門
の

建
物
に
写
っ
た
所
だ
。

　
次
に
、
僕
た
ち
は
、
大
平
原
の
中
の

一
本
道
を
通
っ
て
牧
場
へ
行
っ
た
。
そ

こ
で
は
、
羊
の
毛
ガ
リ
を
見
た
り
、
ブ
ー

メ
ラ
ン
を
や
っ
た
。
日
本
で
は
、
ブ
ー

メ
ラ
ン
が
で
き
る
ほ
ど
大
き
な
空
き
地

は
な
い
が
、
こ
こ
は
違
う
。
改
め
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
の
雄
大
さ
に
気
付

か
さ
れ
る
時
間
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
待
っ
て
ま
し
た
の
昼
食
だ
。

こ
ん
が
り
と
焼
け
た
厚
い
牛
肉
が
、
見

て
い
る
僕
た
ち
に
見
せ
っ
け
る
か
の
よ

う
に
鉄
板
の
上
で
音
を
た
て
て
舞
う
。

味
は
少
々
薄
口
だ
っ
た
が
歯
ご
た
え
の

あ
る
美
味
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
一
行
は
シ
ド
ニ
ー
ー

ヘ
帰
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
康
、
細
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
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最大の収穫は

　　学ぶ意欲の触発

団長（教育長）篠原義明
バーバン牧場でブーメラン投げ

　
英
国
に
「
聞
い
た
こ
と
は
忘
れ
る
、

見
た
こ
と
は
覚
え
る
、
や
っ
た
こ
と
は

理
解
で
き
る
。
感
じ
た
こ
と
は
役
に
立

言
と
い
う
諺
が
あ
る
。
今
回
の
研
修

旅
行
は
、
そ
れ
が
輔
認
か
ら
債
俗
に
変

わ
る
研
修
旅
行
と
な
っ
た
。

一

オーストうリアの生徒たちによる歓迎ﾚｾﾌﾟｼｮﾝ

　
出
発
前
、
何
で
も
見
て
や
ろ
う
、
何

で
も
体
験
し
て
や
ろ
う
と
い
っ
た
積
極

的
な
姿
勢
と
、
県
の
教
育
運
動
「
学
び

あ
い
、
喜
び
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
」
の

三
あ
い
精
神
で
研
修
の
実
を
あ
げ
て
こ

よ
う
と
よ
び
か
け
、
準
備
を
進
め
て
き

た
が
、
生
徒
た
ち
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
語
学
学
校
で
の
生
活
に
適
応
で
き
る

か
ど
う
か
と
い
う
不
安
を
抱
え
て
の
出

発
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
杞
憂
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
二
太
一
組
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

心

シ
ド
ニ
ー
出
発
、
成
田
空
港
着
、
壬
生
町
着

　
全
て
が
発
見
と
驚
き
の
連
続
、

　
僕
た
ち
を
内
側
か
ら
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

　
研
修
も
終
わ
り
、
今
日
は
日
本
へ
と

戻
り
ま
し
た
。
大
き
な
希
望
を
胸
に
持

ち
、
出
発
し
た
の
が
昨
日
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
７
月
2
4
日
に
こ
の
壬
生
町
を

元
気
よ
く
出
発
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
誰
も
が
ボ
キ
ャ
貪
に
苦
し
み
な
が
ら

も
何
と
か
気
持
ち
を
伝
え
、
１
日
ご
と

に
交
流
を
深
め
て
い
る
様
子
が
彼
ら
と

の
会
話
か
ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
語
学
学
校
へ
の
登
校
途
中
で
下

車
駅
を
間
違
え
た
り
、
進
に
迷
っ
た
り

し
た
生
徒
が
、
現
地
の
ひ
と
に
親
切
に

教
え
ら
れ
、
遅
刻
し
な
が
ら
も
い
た
く

感
激
し
て
い
る
様
子
を
目
に
す
る
こ
と

も
で
き
た
。

　
今
、
進
め
ら
れ
て
い
る
教
育
改
革
の

中
で
、
「
い
き
る
力
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
、

ギ
リ
ギ
リ
の
場
面
で
、
自
ら
に
そ
の
力

が
あ
る
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
私
に
と
っ
て
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
３
日
目
の
公
立
総
合
芸
術
科

の
高
校
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
。

　
我
々
の
訪
問
に
は
Ｉ
ク
ラ
ス
の
生
徒

９
日
間
、
↓
秒
１
秒
の
経
験
が
、
発
見

や
感
動
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
今
日
の

飛
行
機
で
は
、
空
か
ら
光
輝
く
太
陽
に

照
ら
さ
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
進
む
雲
が
、

こ
の
研
修
の
完
結
を
明
る
く
見
つ
め
て

が
案
内
し
て
く
れ
た
。
最
初
に
案
内
さ

れ
た
の
は
音
楽
教
室
。
そ
こ
で
は
２
階

ま
で
吹
き
抜
け
に
な
っ
た
教
室
で
3
0
名

く
ら
い
の
生
徒
が
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
を
行
っ

て
い
た
。

　
リ
ズ
ム
と
い
い
、
音
色
と
い
い
、
一

級
晶
の
演
奏
で
、
皆
ド
ギ
モ
を
抜
か
さ

れ
た
。
聞
け
ば
、
プ
ロ
を
目
指
す
生
徒

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
か
ら
集
ま
っ

て
く
る
と
か
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
会
式
の
演
奏
者
に
３
名
の
生
徒
が
選

ば
れ
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
き
、
目
を

丸
く
し
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
次
に
観
客
席
つ
き
の
演
劇
教
室
に
案

内
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
生
徒
が
返
礼

の
演
奏
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

プ
ロ
並
み
の
演
奏
を
聞
い
た
ば
か
り
で
、

彼
ら
が
臆
せ
ず
自
分
か
ち
を
表
現
で
き

る
か
ど
う
か
不
安
を
感
じ
た
が
、
リ
コ
ー

ダ
ー
と
合
唱
と
で
一
生
懸
命
に
表
現
し

く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
当
に
こ
の
研
修
は
、
全
て
が
発
見

と
驚
き
の
連
続
で
、
未
熟
と
い
え
た
僕

た
ち
を
内
側
か
ら
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
も
成
長
し
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
き
っ
と
こ
の
経
験
は
、

僕
た
ち
の
心
の
な
か
に
い
つ
ま
で
も
生

き
続
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。
飛
行
機
の

窓
か
ら
見
た
あ
の
青
空
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
呈
億
、
接
木
）

た
「
日
本
の
四
季
」
の
歌
は
、
動
に
対

す
る
静
の
効
果
を
上
げ
、
案
内
し
て
く

れ
た
生
徒
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
国
際
理
解
は
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、

お
互
い
の
文
化
と
歴
史
を
理
解
し
、
尊

敬
し
あ
う
と
こ
ろ
に
始
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
彼
ら
は
思
わ
ず
も
が
な
、

国
際
理
解
の
何
た
る
か
を
体
感
し
、
親

善
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
生
徒
た
ち
は
今
回
の
生
ま
れ
て
初
め

て
の
体
験
の
中
で
、
想
像
以
上
の
適
応

力
を
み
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
都
度
、
心

に
感
じ
た
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
中
で
の
最
大
の
収
穫
は
も
っ

と
英
語
を
学
び
た
い
、
も
っ
と
外
国
の

文
化
を
学
び
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
の

触
発
に
あ
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て

い
く
か
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
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人
形
を
作
る
時
が
心
休
ま
る
時

　
　
　
　
　
北
小
林
　
山
井
久
子
さ
ん

作品の人形たちに囲まれて:

Ξ1Ξ

目

春
ス
ケ
ッ
チ
俳

　
木
目
込
人
形
を
作
っ
て
い
る
時
が
、

一
重
心
が
休
ま
る
と
い
う
山
井
さ
ん
は
、

1
2
年
位
前
、
役
場
主
催
の
講
座
で
こ
の

木
目
込
人
形
を
知
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
講
座
の
参
加
者
達
で
作
っ

た
グ
ル
仁
フ
で
活
勤
し
て
き
ま
し
た
が
、

８
年
ほ
ど
で
グ
ル
ー
プ
が
解
散
。
そ
の

後
は
独
学
で
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
木
目
込
人
形
を
作
成
し
続
け
て

い
ま
す
。

　
材
料
は
カ
タ
ロ
グ
販
売
で
購
入
し
、

時
に
は
土
台
を
気
に
入
っ
た
よ
う
に
削

り
、
着
物
も
自
前
の
布
を
使
っ
た
り
し

いろいろな国の文化に

　　　　　　　　　　触れてみたい

　駅東町　長　久美子さん

　「スポーツなら何でも好き」という久美子さん

は、バレーボールやスノーボードが得意で、最近

新たにテニスを始めました。

　会社では、営業事務の仕事をしていますが、休

出こは、友達とスポーツで汗を流したり、旅行し

たり、家では、料理を作ったりすることが多いそ

うです。

　将来は、「外国語を勉強して、いろいろな国の文

化に触れてみたい」と抱負を語ってくれました。

て
、
市
松
人
形
や
、
十
二
単
の
人
形
、

か
む
ろ
人
形
、
干
支
の
人
形
、
雛
人
形

な
ど
を
作
り
、
作
業
場
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
ほ
ど
で
す
。

　
毎
年
、
東
京
の
浜
伝
灯
で
全
国
作
品

展
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
以
前
６
回
ほ

ど
出
品
し
、
副
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
　
平
成
４
年
、
東
京
キ
メ
コ
ミ
人
形
師

範
会
か
ら
司
教
と
い
う
資
格
を
取
得
し

て
、
弟
子
も
７
人
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
都
合
の
よ
い
日
に
自
由
に
習

い
に
こ
ら
れ
る
よ
う
な
、
友
達
同
様
の

-

お
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
材
料
も
題
材
も
現
代
風

に
な
り
、
昔
な
が
ら
の
古
典
を
題
材
に

し
た
も
の
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
寂

し
そ
う
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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汗
を
か
き
な
が
ら
の
活
動
が
楽
し
み

　
壬
生
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ

ブ
（
田
中
麻
美
子
会
長
）
は
、
中
学
生

1
6
名
、
高
校
生
９
名
の
計
2
5
名
で
活
動

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

す
。
　
主
な
活
動
は
、
夏
休
み
に
小
学
５
・

６
年
生
を
対
象
と
し
た
『
宿
泊
研
修
』
、

２
月
に
行
う
『
カ
ル
タ
と
り
大
会
』
、

各
単
位
子
ど
も
会
で
行
う
ク
リ
ス
マ
ス

会
や
お
楽
し
み
会
の
手
伝
い
な
ど
、
町

の
子
ど
も
会
育
成
会
事
業
へ
の
参
加
や
、

『
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
』
で
売
店
を
だ
し

て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
売
っ
た
り
、
成

人
式
の
受
付
の
手
伝
い
な
ど
町
事
業
へ

の
参
加
で
す
。
で
も
一
番
の
楽
し
み
は
、

子
ど
も
達
と
一
緒
に
汗
を
か
い
て
活
動

ふるさとまつりに協力

す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し
て
得
た

様
々
な
世
代
間
の
交
流
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
た
い
へ
ん
貴
重
な
経
験
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
会
員
み
ん
な
が
協

力
し
あ
っ
て
活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
様
々
な
事
業
に
も
参
加
で

き
な
い
の
で
、
今
後
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
犬
切
に
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
中
・

高
校
生
の
方
、
私
だ
ち
と
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

/･IツJ ‘’ ´4･i･

・tＪr‘ .j’･¨･J、.

t!”

こ「

文化協会文芸部選

リ
ご
七

ギ
士
い
年

　
匹
希
希
靴

　　短　歌

隣りより垣のり越えて来し南瓜

三つ四つの実の太りゆく

鈴木佳世子

歯の治療受け居る窓の視野遠く

夫の脹れる寺の屋根見ゆ

奥村　トシ

｢ユリの花｣

安塚小６年

　　　あさみ　犬鴫麻実渡辺真夕美

馬追いの初鳴きの声夕闇の

ガラス戸越しに秋立つを告ぐ

会うたびに死にたいと言う姫にて

[1毎の散歩矢かすことなし

黒尾　チエ

　　俳　　句

全身で笑うみどり児賞の縁

佐藤　淑子

強弱の風うたた寝の団扇かな

広沢ツヤ
　　　　　　　　　　　　　　あた　さるすべり
水車小屋ありたる辺り百[1紅

｢エサをみつけたハテドリ｣
鈴本文二

かき氷九回裏のホームラン

安塚小６年

　浅野理奈

山水八重子・

１３
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町歴史民俗資料館企画展

10月１６日(土)～11月21日(日)

脂略歴詣　あらかわ・じんぺい

　↓946年壬生町生まれ。これまで

冒険小説を中心に約2､300冊以上

の装丁を手がけ、多くの雑誌にエツ

セイを執筆し、イラストレーションを描く。一方、

流木造形を制作レ毎月『早稲田文学』の表紙を飾

るほか、その活動はテレビなど多岐にわたっている。

↓990年から、週末は山梨県小淵沢の森に往み、東京

と往復しながら、幅広い創作活動をしている。

朧略歴譜　かわもと・てつこ

　↓949年宇都宮市生まれ｡空･月・

風などをテーマに創作活動を続け

る。81年に人形を与勇輝、87年に

デッサンを飯田実氏に師事。 86年の上野百貨店での

初個展を皮切りに、東京と県内で、個展、二人展、

グループ展。 98年にはＮＨＫ連続テレビ小説「天う

らら」人形制作を担当。現在、ＮＨＫ文化センター

講師を務める。壬生町往往。

肺于関連企画f2.;ii.11

　ワークショップ

　アーティスト・トーク

……1.11:･開館時間づ

斜休館日万……1.万

宗観覧料砂

塵問合せ聊･

荒川じんぺい　流木造形展

　10月16日（土ﾄﾞ10月31日（日）

　荒川じんぺいは、装頓家・エッセイスト・流木

造形家と多岐にわたり活躍しています。↓983年神

津島で出会った流木きっかけで制作をはじめまし

た。流木オブジェとは、新しい造形の命を吹き込

む生命の再生であるとする荒川。彼にとって流木

オブジェは、いわば樹本の“一身二生”を表現し

た精神の造形です。本腰では、文芸誌「早稲田文

学」の表紙を飾った↓00余点の流水オブジェの全貌

を紹介します。

　川本哲子　創作人形展

　11月３日(水ﾄ11月21日(日)

　川本哲子は、ユニークな人形作家の与勇輝の作

品を見て入門。幻想的で、独特の憂いを持つ創作

人形を制作しています。川本の人形は、確かな技

の中にこまやかな女性の感性が光り、生命への深

い慈しみをいきいきと表現しています。彼女の人

形は、ほんの一縦をとらえた姿態の表現が、実に

巧みで印象的です。本腰では、独特のニュアンス

を漂わせる創作人形30余点を紹介します。

10月24日（日）　荒川じんぺい氏による「流木を造形する」

11月14日（日）　川本哲子氏によるレクチャー＆トーク

午前９時一午後５時（入館は午後４時30分まで）

刑胆］、火曜［］午前、ｎ月2［1

一般200円、中学生以下無料

訂歴史民俗資料館　�８２－８５４４
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秋
の
行
政
相
談
週
間
上
1
0
月
1
7
日
～
2
3
■

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
設

け
、
行
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
苦

情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
省
庁
の
業
務
の
ぱ
か
Ｊ
Ｒ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

特
殊
法
人
の
業
務
、
自
治
体
が
国
か
ら

委
任
さ
れ
た
業
務
な
ど
が
、
相
談
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
相
談
の
相
談
相
手
と
な

老
齢
基
礎
年
金
の
魅
力

　
　
「
国
民
年
金
」
に
は
、
老
齢
・
障
害
・

遺
族
の
３
種
類
の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
老
齢
基
礎
年
金
は
、

　
長
生
き
を
し
て
本
当
に
よ
か
っ
夕

と
思
え
る
年
金
で
、
こ
ん
な
魅
力
が
あ

り
ま
す
。

①
支
給
資
格
を
満
た
せ
ば
、
原
則
と
し

　
て
6
5
震
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
年
金
が

　
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り

　
物
価
変
動
に
応
じ
、
年
金
の
価
値
を

橋詰相談委員

　
守
り
ま
す
。

③
全
国
の
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
な

　
ど
の
宿
泊
施
設
を
割
安
に
利
用
で
き

　
ま
す
。

①
年
金
額
の
３
分
の
１
を
国
が
負
担
し

　
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。

⑤
年
金
の
上
乗
せ
と
し
て
付
加
年
金
が

　
あ
り
、
付
加
保
険
料
（
月
額
4
0
0
円
）

　
を
納
め
た
期
間
に
応
じ
て
加
算
さ
れ

　
ま
す
。

る
の
が
行
政
相
談
委
員
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
民
間
の
有
識
者

の
な
か
か
ら
総
務
庁
長
官
が
委
嘱
し
て

い
る
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
毎
日
の
暮
ら

し
の
な
か
で
の
苦
情
や
意
見
を
間
い
て
、

関
係
す
る
役
所
に
公
正
・
中
立
の
立
場

で
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
行
政
運
営
の
改

善
に
つ
な
げ
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　　　　老齢基礎年金の計算式（平成11年度額）

　　　　　　　　　　￥８０４，２００×

（保険料を納めた月数）十（保険料を免除された月数×1/3）

　　　　　　　加入可能年数×１２（月）

付加年金の計算式

　　　￥２００

　　　　×

大森相談委員付加保険料を
納めた月数

※付加年金分か

　老齢基礎年金額に加算されます。

-

　
1
0
月
1
7
日
か
ら
2
3
日
は
、
秋
の
行
政

相
談
週
間
で
す
。
本
町
で
も
下
記
の
と

お
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
年
金
・
医
療
保
険
・
老
人
保
健
・
福

祉
・
交
通
安
全
・
税
金
・
消
費
者
保
護
・

環
境
衛
生
・
道
路
整
備
な
ど
、
ど
こ
に

相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
皆
さ
ん
の
お
声
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
月
↓
回

定
例
的
に
相
談
を
お
受
け
す
る
ほ
か
、

自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

吟とちぎに国会をz/

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
1
0
月
2
1
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者

　
橋
詰
　
通
　
行
政
相
談
委
員

　
　
住
所
　
壬
生
町
大
師
町
1
9
－
3
8

　
　
　
　
　
　
　
�
　

8
2
Ｉ
Ｏ
り
／
』
ｒ
Ｏ
Ｑ
｝

　
大
森
　
忠
　
行
政
相
談
委
員

　
　
住
所
　
壬
生
町
通
町
３
－
1
2

　
　
　
　
　
　
　
�
　

8
2
Ｉ
り
／
｀
Ｏ
Ｑ
り
Ｑ
り

●国会等移転の候補地である那須地域を２回に分けてご紹介します。

　那須地域は、那須地区、南那須地区、塩谷地区の16市町村で構成される地域です。

○人口　約39万人（県人口の19％）

○面積　2､230k�（県土の35％）○面積　2､230�（県土の35％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　東京都より少し広い面積を有していますが、人口は、東京都の３％くらいです。　　１

○地形及び景観

　《北西部》　那須連山、高原山に代表される山岳地帯であり、那須高原や塩原温泉

　　　　　　などのリソート地もあり、美しい自然景観を有しています。　　　　　　＝

《中央部から南部》　那須野ケ原を中心とする中央部から関東平野に属する南部に

　　　　　　かけて平坦な地形が広がっており、その中に緩やかな丘陵地が存在Ｌ

　　　　　　ています。そこには平地林と田園風景が広がっています。

《東部》　　緩やかな山並みを見せるハ溝山地と那珂川があり、日本の原風景とい

　　　　　　える里山の景観が多く残されています。

１５
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ソフトペタンク競技の様子

　
１
位
　
青
木
　
章
∇
森
け
い
子

　
３
位
　
藤
栄
　
武

３
７
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

　
ー
位
　
荒
川
　
孝
次

　
２
位
　
刀
川
　
秀
司

　
３
位
　
菊
地
　
ヨ
シ
・
本
村
　
保

４
ゲ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
ー
位
　
大
垣
　
秀
明

　
２
位
　
朝
日
　
昭

　
３
位
　
藤
栄
　
武

ナ
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
ー
位
　
高
本
　
一
正

　
２
位
　
塚
田
　
健
次

　
３
位
　
篠
原
　
一
男

２
ソ
フ
ト
ペ
タ
ン
ク

本町のフラワーズクラブ優勝

下都賀地区家庭婦人バレー

優
勝
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

　下都賀地区家庭婦人バレーボ犬ﾚ連盟主催の

第６回シニア大会が８月１［に野木町勤労者セ

ンターで開催され、木町のフラワーズクラブが

見事優勝しました。

　大会には、45歳以上の婦人が７チーム参加、

猛暑のなか熱戦が展回されました。

○大会成績

　優　勝　フラワーズクラブ（壬生町）

　準優勝　さざんかクラブ（国分寺町）

スポーッ

　　使犬
　
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
（
田
中
一
男
会
長
∇
王
族
の
壬
生
町

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
犬
合
が
、
長
梅
雨
明
け
の
７
月
2
7
日
、

会
員
3
4
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
兼
ね
て
、
「
ひ
と
り
、
い
ち
ス
ポ
ー
ツ
」
を
通

し
て
、
体
力
の
維
持
増
進
・
機
能
向
上
、
仲
間
と
の
交
流
・
友

情
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
６
名
の
指
導
の
も
と
に
、
ビ
ー

ム
ラ
イ
フ
ル
、
ソ
フ
ト
ペ
タ
ン
ク
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
４
種
目
の
競
技
を
、
▽
入
２
秤
目
ず
つ
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
前
半
・
後
半
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

県
大
会
優
勝
の
報
告
に
町
長
室
を
訪
問

４
謳
罰
庖
眉
翠
歯
廓
脅
溺
釦

壬
生
町
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

県大会３度目優勝の壬生レッド

　　　　　関東大会でも活躍

　158チームが参加して熱戦が繰り広げられた第30回

県学童軟式野球大会で、３度目の優勝を果たした壬生

レクドチームは、８月24～26[1まで東京府中市で開か

れた第22回開東学童軟式野球大会に栃本県代表とし

て出場し活躍しました。

　１回戦は、東京の犬塚スネイクスと対戦、９－Ｏと

圧勝し、準々決勝では、埼玉の新座選抜を６一生で破

りました。しかし、準決勝では、山梨の東桂に10－ 1

で敗れ、惜しくも決勝進出はなりませんでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６



一

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
県
大
会
優
勝

匹

水
泳
で
上
岡
君
が
関
東
大
会
へ
出
場
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
７
月
2
9
～
3
1
日
ま
で
石
橋
町
の
勤
労
　
　
犬
飼
中
が
見
事
優
勝
し
、
草
加
市
で
行

者
体
育
セ
ン
タ
ー
と
栃
木
市
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
た
栃
木
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
で
、
南

ハンドボール選手の皆さんと上岡君(後列右端)

わ
れ
た
関
東
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
プ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
水
泳
競
技
で
は
、
南
犬

飼
中
↓
年
の
上
岡
正
明
君
が
２
０
０
ｍ

背
泳
ぎ
で
６
位
に
入
賞
し
、
関
東
大
会

に
出
場
、
健
闘
し
ま
し
た
。

安小準優勝で

にこやかに

j=ｭ万｡パ｡レ7÷Eド

安塚駅前をパレードする安塚クラブの選手達

　
第
1
6
回
県
下
町
内
選
技
学
童
軟
式
野

球
犬
会
で
、
み
ご
と
準
優
勝
し
た
安
塚

ク
ラ
ブ
が
、
８
月
1
9
日
午
後
安
塚
駅
前

か
ら
安
塚
小
学
校
ま
で
の
コ
ー
ス
で
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
沿
道
の
町
民
に
温
か

い
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
、
安
塚
駅
前
で

は
、
清
水
町
長
や
川
烏
町
議
会
議
長
、

篠
原
教
育
長
の
他
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
、

　　　　一一　　一一　　　一一一一　　一寸勺レ号百八言言言言

　　フザニザザゲュ。
ニハ言ニノＴﾃﾞﾆ⊇j－一二行三言言
デ今ダ≠=ｆ　Ｅざ　　－E･_‾-=｡Ξ£Ξ

　下都賀地区広域観光開発推進協議

会では、平成↓1年４月↓日から６月

30Fﾖの期間に広域的な観光資源を

多くの観先客にＰＲし、より魅力あ

る観光エリアを創造するとともに、

広域観光のネットワークの強化・充

実を図るため、広域スタンプラリー

を実施しました。

　下都賀地区９市町11施設のスタン

プを応募はがきに３個押して応募い

ただきました。

　結果は、次のとおりです。

応募者数　507名（壬生町14名）

　当選者　183名

　金賞　旅行クーポン券

　　　　（50､000円）１本

　銀賞　旅行クーポン券

　　　　（30､000円）２本

　銅賞　参加市町の特産品

　　　　（2､000円相当品）90本

　しもつが賞　テレフォンカード

　　　等商品多数（↓､000円相当品）

　　　　90本

壬生町の当選者

落合

緑町

緑町

緑町

敏夫

良久

志津恵

銅貨　大久保

恒
川
犬
山

　
子
子

　
節
咸

　
恒
川

賞が
太
絹

つも

田
代
安
塚
小
校
長
が
、

か
け
ま
し
た
。

祝
福
の
言
葉
を

選
手
た
ち
は
猛
署
の
中
で
戦
っ
た
疲

れ
も
忘
れ
、
始
終
に
こ
や
か
に
パ
レ
ー

ド
を
し
て
い
ま
し
た
。

剣
道
と
水
泳
で
関
東
大
会
へ
出
場

個
人
戦
で
金
田
君
が
第
３
位

　
平
成
‥
１
１
年
度
第
2
4
回
関
東
中
学
校
剣

道
大
会
が
８
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間

おもちゃのまち

裕　美

おもちゃのまち

山増

関東大会を前に町長室を訪れた選手の皆さん

－PIﾓ中－

川
崎
市
の
と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
、
個
入
試
で
壬
生
中
３
年
の
金
田

孝
一
君
が
第
３
位
に
、
ま
た
団
休
戦
に

も
壬
生
中
剣
道
部
男
子
が
出
場
し
健
闘

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栃
木
県
中
学
技
総
合
休
育
大

会
の
水
泳
競
技
が
７
月
2
9
、
3
0
日
の
２

日
間
、
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
壬
生
中
１
年
の
染
谷
美
穂

さ
ん
が
４
位
、
２
年
の
清
水
宏
泰
さ
ん

が
７
位
、
３
年
の
須
藤
美
紀
さ
ん
が
６

位
と
な
り
、
水
戸
市
民
プ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

付

- 一 一 一 一 一 一 一 一 ‥

寄

Ｉ◆社会福祉協議会へ

　　　　　　　　(○数字は寄付回数)

　大関フジノ様①　　　　　５千円

　郡民体育祭ソフトボール壬生町選抜

　チーム選手一同様①

　　　　　　　　　↓万２千４６７円

　壬生町分区赤十字奉仕団様⑥

　　　　　　　　　　　５干６９０円

　ａｍ．ｐｍ壬生本丸店様⑩

　　　　　　　　　　　３千２０２円

　匿名　　　　　　　　　１万６千円

　小林　柴様⑤　　　　　　８千円

　しゃぼん壬生店様①　　　３千円

　栃木県歌謡協会下都賀支部様⑤

　　　　　　　　　　　　　　５万円

２万円　㈱県南環境様⑩

１７



沓ちのわだい参席

県
議

会
土

木
委

員
会

緑
化
フ
ェ
ア
に
向
け
た

現
地

調

査

要望事項を説明する町長

　
県
の
土
木
委
員
会
と
、
県
の
関
係
者
の
一
行
が

８
月
2
0
日
、
来
年
９
月
に
開
催
さ
れ
る
第
1
7
回
全

国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
会
場
と
な
る
「
と
ち
ぎ
わ

……1;゜ﾆJ‾にﾆﾌ‾にﾆﾌ‾にﾆﾌ‾にﾆﾌ‾jJﾆﾌ‾jJﾆﾌ‾jJﾆﾌ‾jJﾆﾔ

　楽しい思い出つくる|!

1.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.

児童文化教室　　||
li

il

ll

｜

｜

｜

｜

ｉ

｜

｜

｜

一
層
の
準
備
を
要
望

！

｜

｜

｜

ん
ぱ
く
公
園
」
の
現
地
調
査
の
た
め
来
町
し
ま
し

た
。
　
こ
の
日
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
３
階
の
展
望
室
で

行
わ
れ
た
現
地
調
査
に
は
、
来
賓
に
佐
藤
勉
衆
議

院
議
員
を
迎
え
、
町
か
ら
は
清
水
町
長
ほ
か
町
執

行
部
、
並
び
に
川
島
芳
之
町
議
会
議
長
、
政
策
光

町
議
会
則
議
長
、
石
村
寿
夫
建
設
水
道
常
任
委
員

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
緑
化
フ
ェ
ア
ま
で
あ
と
↓
年
と
迫
り
、
隣
接
す

る
町
総
合
公
園
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
と
一
体
と
な
っ

た
公
園
整
備
が
望
ま
れ
る
な
か
、
代
表
し
て
清
水

町
長
が
、
引
き
続
き
会
場
に
関
連
す
る
連
絡
道
路

の
整
備
と
緑
化
フ
ェ
ア
成
功
に
向
け
た
な
お
Ｉ
聯

の
準
備
を
要
望
し
ま
し
た
。

８月６[卜8L]の掴問にかけて、ｉ

り£_心ふ巴ｺﾞΛln↑ママj工LA心ふΛヽdご7､みに

･|

li

!i

ll

ll

li

l

l

l

｜

li

町教育委員会と町子併合育成会連絡

協議会（石村国夫会長）主催による

‐
＝
－
＝

｜

け児童文化教室」が開催されましたパ

　　町内小学校５・６年生74名が参加il

、して、グループごとにオリジナルメil

iニューによる野外炊飯、難問？だら｜

元三二子
j,プニづ

さ
ら
な
る
平
和
を
願
う

戦
役
者
追
悼
平
和
祈
願
祭

　町慰霊牌管理委員会（三上牧市会長）主催の平

成↓↓年度戦没者音原平和祈願祭が、８月↓5日東雲

公園内の慰霊牌前で行われました。

　町遺族会、軍恩会、日傷会などから約60人が参

加して、先の大戦で祖国の礎となって身命を捧げ

た８００余柱の英霊に今［Iの平和と発展を感謝し

ました。

　祈願祭では、三上会長、清水町長から音障のこ

とばが述べられ、正午から参加者全員で一分間の

黙とうを行い、平和への誓いを新たにしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８

黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
入
場
者
１
２
０
万
人
突
破

(中央)120万人目の高橋さん

　
昭
和
6
1
年
７
月
2
1
目
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、
流
水
プ
ー
ル
や
数
種
類
の
ス
ラ
イ

ダ
ー
等
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

-

る
プ
ー
ル
と
し
て
、
毎
年
大
勢
の
利
用

者
で
賑
わ
っ
て
い
る
「
黒
川
の
里
ふ
れ

あ
い
プ
ー
ル
」
の
入
場
者
が
、
８
月
８

日
１
２
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
１
２
０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
宇

都
宮
市
の
高
橋
正
広
（
3
0
）
さ
ん
で
、

篠
原
教
育
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

高
橋
さ
ん
は
、
「
初
め
て
来
て
、
思
わ

ぬ
幸
運
に
大
変
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
、
「
川
下
り
ス
ラ
イ

ダ
ー
」
を
増
設
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

完
成
祝
い
も
兼
ね
て
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
ま
し
た
。



紺綬褒章を受章

染織作家の高久尚子さん

心／

少
年
剣
士
が
奉
仕
作
業
で

　
　
　
「
心
の
教
育
」

ﾉ

∧]ﾉﾉﾀﾞﾀﾞｿj

　k､､.　　。､。'り　筏z,一｀,｀i一

し‥ﾚ　　ｰヽ　　　　　　　　。じ二回
＼

ﾌﾟ?ﾜﾌﾌ77万ｿﾞ

ぶこぬ6…………屹

習習一睡ご屏|　　　　　　謳
皿

一

皿

慰霊碑前広場での清掃活動

　下段右から２人目が高久尚子さん

　壬生町出身の染色家、高久空木氏（1908

～1993年）の養女で染織作家の高久尚子さ

ん（東京都杉並区在住）は、このたび紺綬

褒章を受章し、その伝違式が８月↓1日、県

庁の知事応接室で行われました。

　尚子さんは、平成10年に自己所有の空木

氏の染色作品19点を町へ寄付、この功績に

より受章されたものです。

　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室

言
上
義
市
師
範
）
並
び

に
同
育
成
会
（
白
石
英
明

会
長
）
で
は
、
８
月
上
目

早
朝
か
ら
約
２
時
間
、
東

雲
児
童
公
園
や
慰
霊
牌
周

辺
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
環
境

美
化
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
奉
仕
作
業
を
通
し

て
動
労
の
汗
を
体
験
す
る

「
心
の
教
育
」
の
実
践
活

動
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
　
当
日
は
、
生
徒
、
父
母
ら
約
5
0
名
が

参
加
し
、
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る

な
か
、
吹
き
出
る
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
、

除
草
作
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
清
掃
終
了
後
、
参
加
者
全
員
が
慰
霊

牌
前
に
集
合
し
、
実
際
に
戦
争
体
験
さ

れ
た
三
上
師
範
か
ら
慰
霊
牌
の
由
来
や

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い

て
講
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
慰
霊
牌
に
祀
ら
れ
て
い
る

戦
没
者
等
に
対
し
、
全
員
で
黙
と
う
を

さ
さ
げ
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
水
口
町
を
訪
問

　
　
交
流
を
深
め
る

ゲームをやりながら自己紹介

　
か
ん
ぴ
ょ
う
が
縁
で
姉
妹
都
市
提
携

を
結
び
交
流
を
深
め
て
い
る
水
□
町
と

本
町
。

　
中
学
生
の
交
流
を
始
め
て
２
年
目
と

な
る
今
年
は
、
本
町
の
生
徒
3
0
名
と
引

率
者
９
名
が
、
８
月
９
日
か
ら
1
2
日
ま

で
の
日
程
で
水
口
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
、
水
口
町
中
学
生
に
よ
る
歓

迎
会
で
、
学
校
紹
介
・
自
己
紹
介
・
ゲ
ー

ム
を
行
っ
た
あ
と
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

形
式
で
史
跡
巡
り
を
行
い
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
３
日
目
、
伝
統
工
芸
で
あ
る
信
楽
焼

き
作
陶
を
体
験
。
ろ
く
ろ
を
回
し
な
が

ら
思
い
思
い
の
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

琵
琶
湖
博
物
館
を
見
学
。
琵
琶
湖
の
歴

史
、
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
交
流
を
通
し
て
、
自
分
た
ち

の
町
、
壬
生
町
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

～
生
徒
の
感
想
か
ら
～

　
水
口
町
の
中
学
生
と
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

で
、
施
設
巡
り
を
し
て
、
水
口
城
、
資

料
館
が
あ
り
、
歴
史
を
感
じ
る
町
で
し

た
。
ま
た
、
細
か
く
分
か
り
や
す
く
町

内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
人
の
優
し

さ
は
、
両
町
と
も
同
じ
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
壬
生
中
　
鈴
木
明
日
香

　
水
口
町
の
町
並
み
を
見
た
り
、
様
々

な
施
設
や
史
跡
を
見
学
し
た
り
し
た
こ

と
や
交
流
会
を
し
た
こ
と
を
通
し
て
、

壬
生
町
や
自
分
自
身
に
つ
い
て
見
つ
め

直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
小
森
挑
由
実

信楽焼き　作陶

１９
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冷贈姐胆
　共潰：壬生少年少女合唱団

12月４日出　開演:午後6時30分

　旧チェコスロヴァキア国営放送専

属の少年少女合唱団が、73年に独立

してできたこの合唱団は、ボフミー

ル・クリンスキー（Jr）の指揮のも

と、チェコ国内でも最高の児童合唱

団といわれています。

入場料　2､000円（全自由席）

※入場券は、９月８日團から壬生中

　央公民館、稲葉・南犬飼出張所、

　町施設振興公社事務所で取り扱つ

　ています。

会
後

ｶｰﾃｨｱ･ﾘｯﾁｬﾚｯﾘ
　　]ﾝｻｰﾄ
１１月27日（士）開演：午後６時30分

　69年のデビ

ュー後､イタリ

ア放送協会の

くヴェルディの

声〉コンクー

ルに優勝しそ

の名をイタリア全土に知らしめ、世

界各地にデビュー。稀にみる早さで

キャリアを築きあげた。スカラ座を

中心に、世界の有名な劇場に出演。

ベルカントの最も正統なスタイルを

身につけた彼女は、カラヤンが生前

最も愛しかソプラノの一人であり、

戦後のオペラ界の系譜、テバルディ、

ステッラ、スコット、フレー二等を

受け継ぐ貴重な存在として、全世界

で華々しい活躍を続けている。

入場料　4､000円（全指定席）

※入場券は、９月８日水から壬生中

　央公民館、稲葉・南犬飼出張所。

　町施設振興公社事務所で取り扱つ

　ています。

場：壬生中央公民館大ホール（城址公園ホール）

援：壬生町教育委員会　　問合せ：壬生中央公民館

付犬　　　　●
し変納　　　国

ま込期　　　民しふ限　　　実
子あ間．＿＿∠茫
スい際納10 10

　まは期月月
　す　｀限分Ｓ

　゜納　｀ｼ３
　八州）　ｸ、

　ﾊﾟｮ29　前
　結ヤ且　蜷

10

月

の

納

税

等

劇団銀河鉄道のぬいぐるみミュージカル

ﾍﾝｾﾞﾙとヴしーテル
12月11日（土）開演：午後１時30分

　「お菓子の家」でおなじみのこの昔

話は、母に言われて森に出かけた子ど

もたちが怪物たちに出会い、これをや

っつけ、眠りの精、天使、動物だちと

楽しい時間を過ごすが、魔女の甘い誘

惑「お菓子の家」に入ってしまう。

　しかし、二人の子は、子どもなり

の機知と勇気で不安を取り除き、ピ

ンチを脱します。

　幼児たちに喜ばれ、幼児に生きる

削言（元気）を与えてくれる舞台で

あると思ってます。

入場料　1､000円（全白出席）

※入場券は､10月６日冰）から壬生中央公

　民館、稲葉・南犬飼出張所、町施設

　振興公社事務所で取り扱います。

主　催：厠壬生町施設振興公社

�82－0108

一警察署からのお知らせー

交通事故の事例

至宇都宮
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なくそう
交通事故

　　　　　　注意しましょう

巾前方を注視しながら運転すること。

②バイパスは、高速進行の車両があることか

　ら、先を見越した運転につとめること。

※中央分離帯の切れ目を利用し、事故が多く

　発生していることから、信号機の設置され

　ている交差点や広い交差点を利用するこ

　と。特に夜間の発生が多い。なお、残暑厳

　しく、緊張が緩み事故が多発しています。

　緊張感を持った運転に心掛けること。

－
事
故
の
状
況
－

８月 累計 前年比

事故件数 14 180 十42

死　者 ０ ２ ０

負傷者 18 211 十52
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